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長

岡

天

満

宮 

 
長
岡
天
満
宮
の
入
り
口
正
面

に
そ
び
え
る
、
総
御
影
石
製
の

総
重
量
５０
ト
ン
に
も
な
る
大

鳥
居
を
く
ぐ
る
と
、
市
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
樹

高
が
約
２
．
５
㍍
の
「
キ
リ
シ

マ
ツ
ツ
ジ
」
の
参
道
で
、
樹
齢

は
１
３
０
年
前
後
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

八
条
ヶ
池 

は
、
寛
永
１５
年

（
１
６
３
８
）
に
当
時
の
領

主
・
八
条
宮
が
造
る
よ
う
に
命

じ
た
、
灌
漑
用
の
溜
め
池
で
す
。

外
周
は
約
１
㎞
、
貯
水
量 

は
約

三
万
五
千
ト
ン
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
豊
か
な
池
を
二
分
す
る

中
堤
は
参
道
と
し
て
使
わ
れ
て

お
り
、
中
堤
真
ん
中
の
石
の
太

鼓
橋
は
加
賀
前
田
候
の
寄
進
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

錦
水
亭
は
明
治
１４
年
創
業

の
老
舗
で
、
山
階
宮
の
命
名
に

よ
り
ま
す
。
八
条
ケ
池
を
取
り

入
れ
て
の
大
小
の
数
寄
屋
づ
く

り
の
お
座
敷
が
点
在
し
、
老
松
、

つ
つ
じ
、
桜
に
覆
わ
れ
た
自
然

の
大
庭
園
と
共
に
そ
の
景
観
は

素
晴
ら
し
く
、
名
産
筍
と
竹
林

美
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、
タ
ケ
ノ

コ
料
理
を
頂
け
ま
す
。 

 

本
殿
は
昭
和
１６
年
に
京
都

平
安
神
宮
の
社
殿
を
拝
領
移
築

し
た
も
の
で
、
三
間
社
流
れ
造

り
、
素
木
の
本
殿
で
端
正
で
丈

が
高
く

美
し
い

姿
を
し

て
い
ま

す
。  

拝
殿
は

平

成

１０

年

に
既
存
の
素
木
の
拝
殿
を
朱
塗

り
に
し
増
改
築
し
た
も
の
で
す
。 

菅
原
道
真
公
が
太
宰
府
に
左
遷

さ
れ
た
と
き
の
名
残
り
を
惜
し

ん
だ
地
と
し
て
、
道
真
公
を
ま

つ
っ
て
い
ま
す
。    

（財
）長
岡
京
市 

 

 
 

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

こ
こ
で
は
、
調
査
係
長 

山
本

輝
雄
さ
ん
に
ご
説
明
頂
き
ま
し

た
。 

 

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
は
、

乙
訓
地
区
全
域
を
含
ん
だ
大
き

な
航
空
写
真
が
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
写
真
で
長
岡
京
市

の
地
形
や
、
昔
も
今
も
交
通
の

要
所
と
し
て
変
わ
ら
な
い
事
を

説
明
し
て
頂
き
、
名
神
高
速
道

路
の
山
崎
イ
ン
タ
ー
の
重
要
性

を
認
識
し
ま
し
た
。 

 

長
岡
京
市
は
、
石
器
時
代
ま

で
さ
か
の
ぼ
る
歴
史
あ
る
地

域
で
す
。
飛
鳥
・
奈
良
時
代
に

は
天
皇
を
頂
点
と
す
る
古
代

国
家
が
し
だ
い
に
確
立
し
、
律

令
制
度
と
い
う
法
律
に
基
づ

い
て
政
治
の
し
く
み
が
で
き

あ
が
り
ま
し
た
。 

 

乙
訓
地
方
で
は
民
衆
を
治

め
る
た
め
に
郡
司
が
お
か
れ
、

税
を
取
る
目
的
で
民
衆
に
与

え
た
土
地
の
区
画
（
条
里
）
が

現
在
も
水
路
と
な
っ
て
残
っ

て
い
ま
す
。 

乙
訓
は
元
は
弟
國
と
書
い
た

よ
う
で
こ
こ
で
し
か
見
ら
れ

な
い
そ
の
遺
品
も
無
造
作
に

陳
列
棚
に
飾
っ
て
い
ま
す
。 

 

桓
武
天
皇
は
、
藤
原
種
継
の

進
言
に
よ
り
新
都
を
決
定
し

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
後
長
岡
京
は
洪
水
が
起

こ
り
疫
病
が
流
行
っ
て
、
凶
事

が
続
い
た
た
め
、
早
良
親
王
の

「
祟
り
じ
ゃ
！
」
と
い
う
言
葉

で
、
た
っ
た
十
年
で
長
岡
京
を

捨
て
平
安
京
へ
と
遷
都
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

桓
武
天
皇
が
新
た
に
未
開
の

土
地
を
開
拓
し
て
長
岡
京
を

作
っ
た
の
で
な
く
、
継
体
天
皇

に
関
係
し
て
い
た
部
族
が
住

ん
で
い
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り

ま
す
。 

 

掘
れ
ば
長
岡
京
期
以
前
の

遺
跡
が
多
く
出
て
き
て
、
ど
の

時
代
の
遺
跡
か
を
慎
重
に
調

査
を
要
す
る
と
の
事
で
し
た
。 

 
 

寂 

照 

院 

 

海
印
寺
十
院
の
ひ
と
つ
で
、 

９
世
紀
は
じ
め
に
僧
道
雄
（
ど

う
ゆ
う
）
が
華
厳
宗
を
学
び
、

国
家
を
守
る
道
場
と
し
て
建

て
た
の
が
始
ま
り
。
華
祥
４
年

（
⒏
５
１
）
年
に
は
国
か
ら
毎

年
決
ま
っ
た
援
助
を
受
け
る

な
ど
、
国
家
や
皇
室
の
庇
護
の

元
に
大
い
に
栄
え
た
が
、
平
安

時
代
中
期
以
後
は
衰
え
、
後
期

に
は
摂

政
家
藤

原
基
房

の
寺
と

な
っ
た
。

鎌
倉
時

代
に
入

り
僧
宗

性
（
そ
う
せ
い
）
が
復
興
に
努

め
る
が
、
や
が
て
衰
え
寂
照
院

が
海
印
寺
唯
一
の
寺
と
な
っ

た
。
仁
王
門
左
右
に
は
康
永
３

年(

１
３
４
４
）
に
造
立
さ
れ

た
木
像
の
仁
王
像
が
建
つ
。 

 

寂
照
院
は
我
が
国
に
お
け

る
孟
宗
竹
の
発
祥
地
と
い
わ

れ
、
中
国
江
南
地
方
原
産
の
孟

宗
竹
を
、
禅
僧
道
元
が
こ
の
地

に
植
え
た
と
い
う
言
い
伝
え

が
残
っ
て
い
る
。 

乙
訓
地
方
は
今
も
有
数
の
「
た

け
の
こ
」
の
名
産
地
で
あ
る
。  

院
の
す
ぐ
裏
に
走
田
９
号

墳
（
海
印
寺
古
墳
）
が
あ
る
。 

７
世
紀
は
じ
め
の
円
墳
で
石

室
は
石
材
を
組
み
合
わ
せ
た

家
型
の
石
棺
が
置
か
れ
て
い

た
。
こ
の
石
棺
は
現
在
、
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
入
り
口

に
置
い
て
あ
る
が
、
古
墳
は
補

修
処
理
が
さ
れ
て
公
開
さ
れ

て
い
る
の
で
見
学
し
た
。 

 
 

走 

田 

神 

社 

 

走
田
と
は
走
り
穂
、
初
穂
を

作
る
田
、
つ
ま
り
早
稲
田
の
守

護
神
と
し
て
有
名
で
す
。 

天
津
児
屋
根
命
（
あ
め
の
こ
や

ね
の
み
こ
と
）
な
ど
春
日
四
神

を
祭
る
古
社
で
、
奥
海
印
寺
と

長
法
寺
の
産
土
神
（
う
ぶ
す
な

が
み
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

奥
海
印

寺
と
長

法
寺
地

区
の
氏

神
で
あ

る
走
田

神
社
に

伝
わ
る
「
的
矢
討
ち
の
儀
式
」

は
、
鎌
倉
時
代
に
地
元
の
豪
族

が
弓
を
引
い
て
厄
払
い
や
五

穀
豊
穣
を
祈
願
し
た
の
が
始

ま
り
と
さ
れ
伝
承
し
て
き
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 

Ｓ
．
Ｏ 

今
回
は
「
長
岡
京
市
ふ
る
さ

と
ガ
イ
ド
の
会
」
の
副
会
長
・ 

金
田
英
治
さ
ん
他
２
名
の

方
々
に
、
長
時
間
ご
案
内
頂
き

有
り
難
う
御
座
い
ま
し
た
。 

ま
し
た
。 

わ 

が 

ま 

ち 

紹 

介 
 
 

 
 

 

四
季
を
味
わ
い
、
古
き
都
を
散
策
：

長
岡
京
市 

 

 

 

７月度行事予定 
“淀川の偉大さ大切さと介護を考える：大塚地区” 

月  日： 平成１９年７月１９日（木）  
集合場所：ＪＲ高槻駅南 市バス④乗り場 13：00集合 

順  路：ＪＲ高槻駅南→東和町下車→ローズマリー→大塚神社  

   →善立寺→西応寺→洪水記念碑→枚方大橋北詰→高槻駅                      

８月度行事予定 
“幻から現の都・ロマンを尋ねる：長岡京市”  

月   日：平成１９年８月２３日（木）  
集合場所：JR長岡京駅 東口広場 １２：３０集合 
順  路：JR長岡京駅→神足遺跡→土塁・空堀→神足神社→勝 
竜寺城公園→勝龍寺→中山修一記念館→サントリービール工場 
見学→バスで阪急長岡京駅   (ガイドをお願いしています) 
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